
 

船橋市地方卸売市場運営協議会 次第 

 

 

 

 日 時    令和６年７月９日 （火）   

                                       １４：００～ 

                              場 所    市役所９階 第１会議室  

 

 

 

     （１）会長選出 

     （２）講話 「卸売市場の重要性をどう伝えるか？」 

        東京聖栄大学 客員教授 藤島 廣二 

     （３）第一期整備事業の進捗状況について 
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船橋市地方卸売市場                                                                           令和６年7月9日

東京聖栄大学食品学科

藤 島 廣 二

卸売市場の重要性をどう伝えるか？



＜ 目  次 ＞
１．卸売市場に対する誤解・偏見

２．卸売市場の社会的役割・意義



・2016年11月25日 「農業競争力強化プログラム」
  国は、農業者･消費者のメリットを最大化するため、農業

  者・団体から実需者･消費者に農産物を直接販売するルー     
トの拡大を推進する

・2017年5月 農業競争力強化支援法成立
     第13条 国は、農産物流通等の合理化を実現するため、

農業者又は農業団体による農産物の消費者への
直接の販売を促進するための措置を講ずるもの
とする。

１．卸売市場に対する誤解・偏見

【近年の政府や政策関係者の誤解・偏見】



日経ＭＪ  2011.2.23

図1-1 メディア関係者の誤解・偏見



流通革命論・・・・・林周二『流通革命』中央公論社・1962年
 

１年１サイクルの時代  現物経済（年俸は「米穀」で）
年俸制(俸禄米）   砂糖屋、塩屋、漬物屋、等(商品別)

 「あきんど」（アキビト）             〔定期市？〕

1860年代＝対外貿易の開始(“黒船”)

１年12サイクルの時代  貨幣経済（月給は「現金」で）
月給制 食料品店（多角化） 

月刊誌 問屋（生産･小売が弱小）

1960年代＝対外貿易の自由化(“第二の黒船”)

１年52サイクルの時代  信用経済（週給は「小切手」で）
週給制(一般化は60年代末）   スーパー・マーケット(低コスト･多角経営)

週刊誌 チャネル･ミックス(横に統合、縦に統合）

図1-2 “有識者”の誤解・偏見～流通革命論（問屋無用論）～



第１次世界大戦（1914年4月～18年11月）：輸出増によるインフレ
シベリア出兵（1918年8月2日出兵宣言～22年）

大正７年（1918年）8月3日 富山県内で米騒動が発生

公設小売市場の設置と奨励
（公設小売市場の嚆矢は大正7年4月15日設置の大阪市内の市場）

 大正7年8月12日  名古屋で公設小売市場の開設
（区役所を利用して米の廉売を開始）

9月 京都で公設小売市場の開設
（七条・北野・川端公設小売市場）

12月 内務次官通牒『小売市場設置奨励ノ件』
〔大正９年の公設小売市場数 東京府７０ヵ所、大阪市１５ヵ所、神戸市８ヵ所等〕

図1-3 米騒動勃発時の国等の誤解・偏見



<1>流通コストの縮減（低コスト化）

<2>指標価格の形成（出荷側・仕入側が納得しうる価格）
目利きによる価値判断と価格形成 = 指標価格
市場外取引の円滑化 

<3>品揃え豊富化＝生活の豊かさの実現への貢献
品選び＝選択幅の拡大
 （好みに合う物、毎日変える物、自宅用・贈答用）

<4>委託品の即日全量販売
8月の販売量（大田市場・きゅうり）：80ｔ～290ｔ／日
国内産地の維持・発展に寄与

<5>短期決済
決済期間：1～2週間（出荷者のリスクが小さい）

２．卸売市場の社会的役割・意義



・交渉回数の縮小 ・伝票等の事務関連コストの縮減 ・輸送コストの縮減

図2-1 取引総数極小化の原理
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【卸売市場が介在しない場合】 【卸売市場が介在する場合】
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〔 Ｍ：生産者 Ｒ：小売業者 Ｗ：卸売市場 〕
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<1>流通コストの縮減（低コスト化）



《流通コスト比較》（推測値）

〔生産者直売所〕  選別・調製･包装・運搬・陳列       10～      60円/kg

300円／kg 直売所手数料（5～30%）                 15～      90円/kg

消費者運搬費用（ガソリン代）     0～    850円   (?)

    同 （車の償却費、管理費）   20円／km  (?)

人件費（1,200円／時間）  600～6,000円 (?)

   赤字部分の計           600～8,850円 (?)

〔市場→小売 〕  集荷場までの運搬         5～      10円/kg

400円／kg      選別･調製･包装（段ボール等）           15～      50円/kg

 小売値   産地･市場間輸送料        5～      40円/kg

手数料(ＪＡ・産地商人、卸、仲卸：20~25%）  60～     100円/kg

小売手数料(20~25%）                   80～     100円/kg

消費者運搬費用(（ガソリン代）  0～ 35円   (?)

    同 （車の償却費、管理費）    20円／km  (?)

                          人件費（1,200円／時間）       600～1,200円 (?)

  赤字部分の計                      600～ 1,400円  (?)



表2-1 クロネコヤマトの「関東からの運賃」

〔縦･横･高さ(cm)又は重さ〕

60サイズ（60cm以内２kgまで） 1,339 1,015 907 1,015 1,123 1,339 1,339

80サイズ（80cm以内５kgまで） 1,555 1,231 1,123 1,231 1,339 1,555 1,879

100サイズ（100cm以内10kgまで） 1,793 1,469 1,361 1,469 1,577 1,793 2,441

120サイズ（120cm以内15kgまで） 2,009 1,685 1,577 1,685 1,793 2,009 2,981

140サイズ（140cm以内20kgまで） 2,246 1,922 1,814 1,922 2,030 2,246 3,542

160サイズ（160cm以内25kgまで） 2,462 2,138 2,030 2,138 2,246 2,462 4,082
注1)出典はヤマト運輸「宅急便運賃一覧表」。

注2)クール宅急便、宅急便タイムサービスを利用される場合は、上記運賃に下記料金が追加される。

　　　　クール宅急便：216円(60サイズ)～648円(120サイズ)、宅急便タイムサービス：324円(60サイズ)～1,944円(160サイズ)

宅急便サイズ

関東からの運賃（円）＜税込＞

北海道 北東北

南東北
関東
信越
北陸
中部

関西
中国
四国

九州 沖縄



11,274 83,846
(100.0%)

農林漁業 生

鮮

国 3,160 3,580 品

内 373 等

生 14,141
産 3,626 2,453 (16.9%)

9,677 949

1,567

国

内 4,624 工

5,605 1,258 生 1,744 加工食品

1,598 1,106 産 22,248 17,158

35,697 2,940

外食産業 42,346

国

7,194 加工食品

5,198 内 外

1,560

生 食

2,690

912 776 産 27,359
118 27,359 (32.6%)

（単位：10億円）

生産から消費に至る流れ

　　　二次加工向け加工食品

輸入加工食品

最終消費（生鮮品
等）向け加工食品

輸入食用
農水産物

食品加工業向け
食用農水産物

飲食料の最
終消費段階

最終消費向け食
用農林水産物

農林水産物

食用

の生産段階

外食産業向け食
用農水産物

(50.5%)

最終消費向け

外食産業向け

食品加工業

 加

品

〔追加〕  日本国内のフードシステムの全体像（２０１５年）



第一期整備事業の
進捗状況について

令和６年７月９日

船橋市地方卸売市場 総務課

船橋市地方卸売市場運営協議会 説明資料



船橋市地方卸売市場経営戦略策定
（R3.3）

目指すべき将来像
安全・安心な生鮮食料品等を安定的に供給するとともに、広域
的な流通拠点として、品質管理・衛生管理の高度化に対応でき
る施設の整備や市民に親しまれる市場を目指します

４つの目標
目標１：生鮮食料品等の安定供給に努めます

目標２：安全・安心を提供します

目標３：魅力ある市場を目指します

目標４：市場運営の健全化を目指します
2



再整備基本方針

第一期整備
耐震性能不足への対応は安全確保のため最優先で実施

対象施設：関連店舗棟、冷蔵庫棟、北側仮設駐車場整備

第二期整備
品質・衛生管理の高度化への対応はサウンディング調査や
PFI導入検討を実施

対象施設：水産・青果卸売場棟エリア、加工・仕分・配送エリ
ア、北側立体駐車場

3



整備スケジュール

4

サウンディング調査やＰＦＩ導入検討を行ったうえで、整備内容や整備手

法の検討を進める。

施設 Ｒ4年度 Ｒ5年度 Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度 Ｒ9年度

新関連店舗棟

新冷蔵庫棟
基本・実施設計完了 建設工事 営業開始

北側仮設駐車場 整備完了

事務所付倉庫 整備完了

第一期整備

第二期整備（予定）

～水産・青果卸売場棟、加工・仕分・配送施設等～



新関連店舗棟

5

新冷蔵庫棟

鉄骨造３階建
延床面積7,118㎡
１階：物販店36コマ
２階：飲食店22コマ

+公共エリア
３階：事務所21コマ

RC造４階建
延床面積4,378㎡
多温度管理型
非常用電源設置
ドックシェルター装備
コールドチェーン対応



再整備完了後の
ゾーニングイメージ図案
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